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未
来
に
残
す
た
め
に
は
、
ま
ず〝
乗
る
〟こ
と

　

本
市
の
４
月
時
点
の
15
歳
～
74
歳
人
口
は

２
万
２
５
６
０
人
で
す
。

　
15
歳
～
74
歳
の
皆
さ
ん
が
月
１
回（
年
12
回
）

越
美
北
線
を
利
用
す
れ
ば
、
市
内
の
利
用
者
数

は
27
万
人
台
ま
で
回
復
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
福
井
市
へ
通
勤
す
る
と
き
や
福
井
駅
周
辺
に

出
掛
け
る
と
き
な
ど
、
普
段
は
車
で
移
動
し
て

い
る
人
も
、
越
美
北
線
を
利
用
で
き
な
い
か
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

助
成
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
越
美
北
線
の
乗
車
券
を
購
入
し
た

人
に
、
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
通
勤
・
通
学
の
定
期
券
を
は
じ
め
、
回
数
券

の
購
入
や
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
利
用
で
も
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】

・
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
ま
た
は
九
頭
竜
湖
駅
で
購

入
し
た
乗
車
券

※
通
勤
手
当
が
満
額
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は

対
象
外

【
提
出
書
類
】

・
各
種
乗
車
券（
グ
ル
ー
プ
利
用
の
場
合
は
越

前
大
野
駅
ま
た
は
九
頭
竜
湖
駅
で
発
行
さ
れ

る
証
明
書
）

・
通
帳
の
写
し（
初
回
申
請
時
の
み
）

・
通
勤
手
当
支
給
額
証
明
書（
通
勤
定
期
券
を

利
用
す
る
人
の
み
）

【
申
請
方
法
】

　

交
通
住
宅
ま
ち
づ
く
り
課（
市
役
所
１
階
⑪

番
窓
口
）に
直
接
申
し
込
む

京
福
バ
ス
の
利
用
で

移
動
の
幅
も
広
が
り
ま
す

　
越
美
北
線
と
京
福
バ
ス
は
互
い
を
補
う
よ
う

に
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
「
行
き
は
越
美
北
線
、
帰
り
は
京
福
バ
ス
」と

い
う
よ
う
に
、
越
美
北
線
と
京
福
バ
ス
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
移
動
の
幅
が
広
が

り
ま
す
。

問　
交
通
住
宅
ま
ち
づ
く
り
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
５
）

対象券種 助成割合 申請可能期間
グループ利用
（５人以上） ５割 利用した日から１年以内

回数券 ３割 購入した日から１年以内

１カ月定期券 ２割
定期券の有効期間が終了
してから１年以内３カ月定期券 ２割

６カ月定期券 １割

　
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社（
以
下「
Ｊ
Ｒ
西

日
本
」）は
、
10
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
越
美
北

線
の
減
便
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
背
景
に
は
、
越
美
北
線
の
利
用
者
が
年
々
減

少
し
て
い
る
こ
と
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

　

こ
れ
ま
で
越
美
北
線
を
含
む
赤
字
の
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
は
、
新
幹
線
や
特
急
な
ど
鉄
道
全

体
の
利
益
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
日
常
生
活
が
一
変
。
鉄
道
全
体
の
利

用
者
が
極
端
に
減
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
採
算
の
仕
組
み
が
崩
れ
、
地
方
ロ
ー
カ

ル
線
の
維
持
は
と
て
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

越
美
北
線
が
果
た
す
役
割

　
越
美
北
線
は
、
市
外
に
通
勤
・
通
学
す
る
市

民
の
大
切
な
交
通
手
段
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
買
い
物
や
県
外
へ
の
旅
行
な
ど
で
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
福
井
・
敦
賀
開
業
後
に

は
、
福
井
市
か
ら
本
市
へ
と
観
光
客
を
運
ぶ
公

共
交
通
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
越
美
北
線
は
、
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
そ
し
て

本
市
が
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ＪＲ越美北線が最大の危機に直面ＪＲ越美北線が最大の危機に直面
～ 未来に残すには乗るしかない ～

市内乗車人数の推移（平成12年度～令和２年度）

半分以下に減少

福井豪雨から復旧後は増加傾向だった乗車人数も
平成22年度以降は再び減少傾向に

22万159人

福井豪雨
13万5381人 全線復旧

12万9213人

開業50周年
15万4813人

開業60周年
６万9153人

快速列車廃止（平成13年３月）
17万4813人

【助成の割合など】

（人）

令和３年４月１日現在
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をを

さ
ん
の

さ
ん
の

し
ま
す

し
ま
す

新新
婚婚

新新
生生
活活

応応
援援

最大60万円
を補助

家 賃

引っ越し

家
事
を
一
緒
に
や
る
の
が
幸
せ
の
ヒ
ケ
ツ

～
共と

も
か
じ

家
事
講
座
開
催
～

　
夫
婦
や
家
族
で
一
緒
に
家
事
を
楽
し
む

た
め
の
共
家
事
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
12
日
日　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
結
と
ぴ
あ

テ
ー
マ　
「
共
家
事
」を
し
て
世
界
一
幸
せ

な
夫
婦
に
な
ろ
う

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
っ
と
ふ
ぁ
ー
ざ
ー

　
代
表
理
事　
舘た

ち　
直
宏
さ
ん

対
象　
・
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
申
請

　
を
予
定
し
て
い
る
夫
婦

・
そ
の
他
の
新
婚
世
帯

申
込
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込

む
か
、
夫
婦
の
名
前
、
住
ん
で
い
る
市

町
、参
加
す
る
会
場
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を

フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で
送
信

申
込
締
切　
９
月
７
日
火

そ
の
他　
・
夫
婦
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

・
受
講
し
た
夫
婦
に
は
受
講
証
明
書
を
発

行
し
ま
す

・
本
市
で
開
催
す
る
講
座
に
参
加
で
き
な

い
場
合
は
、
他
市
町
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い

問　
県
県
民
活
躍
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
６
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
６
・
20
・
０
６
３
２

　

電
子
メ
ー
ル　

kenkatsu@
pref.

fukui.lg.jp

）　　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

Ｕ
25
夫
婦
支
援
事
業

月日 市町 会場

８月29日日 越前市 市民プラザ
たけふ

９月26日日 敦賀市 こどもの国
11月14日日 福井市 生涯学習館

12月５日日 南越前町 南条保健福祉
センター

12月19日日 永平寺町 永平寺町役場
２月６日日 敦賀市 こどもの国

２月27日日 福井市 中小企業産業
大学校

※開催時間はいずれも午後２時～3時

10万円
を給付

　
市
で
は
、
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
新

婚
世
帯
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、
新

居
の
家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
世
帯
が
対
象

で
す
。

・
本
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
に
入
籍
し
て
い
る
こ
と

・
夫
婦
の
所
得
の
合
計
が
４
０
０
万
円
未

満
で
あ
る
こ
と（
収
入
約
５
４
０
万
円

未
満
）

※
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
世
帯
は
、
奨

学
金
の
年
間
返
済
額
を
夫
婦
の
所
得
か

ら
差
し
引
き
ま
す

・
夫
婦
と
も
に
入
籍
時
の
年
齢
が
39
歳
以

下
で
あ
る
こ
と

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
県
が
開
催
す
る
共と

も
か
じ

家
事
講
座
を
受
講
し

て
い
る
こ
と（
８
月
～
開
催
）

対
象
経
費

　
本
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
に
支
払
っ
た
次
の
経
費

●
新
居
の
住
宅
費

　

新
居
の
家
賃
や
敷
金
・
礼
金
、
共
益

費
、
仲
介
手
数
料

●
新
居
へ
の
引
っ
越
し
費
用

　
引
っ
越
し
業
者
や
運
送
業
者
に
支
払
っ

た
費
用

補
助
金
額

●
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
世
帯

　
新
居
の
住
宅
費
・
引
っ
越
し
費
用
合
わ

せ
て
60
万
円
ま
で

●
そ
の
他
の
世
帯

　
新
居
の
住
宅
費
・
引
っ
越
し
費
用
合
わ

せ
て
30
万
円
ま
で

申
請
期
間

　
共
家
事
講
座
を
受
講
し
て
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で

申
請
方
法

　
共
家
事
講
座
の
受
講
証
明
書
、
家
賃
や

引
っ
越
し
費
用
な
ど
が
分
か
る
領
収
書
な

ど
を
添
え
て
こ
ど
も
支
援
課（
結
と
ぴ
あ

１
階
②
番
窓
口
）に
申
請

　
若
い
夫
婦
の
新
生
活
を
経
済
的
に
応
援

す
る
た
め
、
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
世
帯

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
世
帯
が
対
象

で
す
。

・
本
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
に
入
籍
し
て
い
る
こ
と

・
夫
婦
の
所
得
の
合
計
が
４
０
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と（
世
帯
収
入
約

５
４
０
万
円
未
満
）

※
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
世
帯
は
、
奨

学
金
の
年
間
返
済
額
を
夫
婦
の
所
得
か

ら
差
し
引
き
ま
す

・
夫
婦
と
も
に
入
籍
時
の
年
齢
が
39
歳
以

下
で
、
ど
ち
ら
か
も
し
く
は
両
方
の
年

齢
が
25
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

支
給
額

　
１
世
帯
10
万
円

申
請
期
間

　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

申
請
方
法

　
こ
ど
も
支
援
課
に
備
え
付
け
の
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

問　
こ
ど
も
支
援
課 （
☎
64
・
５
１
４
０
）

SDGs目標 №３.すべての人に健康と福祉を

空き家取得と
リフォームで

最大120万円
を補助

新
婚
世
帯
な
ど
の
空
き
家
取
得
と

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
新
婚
世
帯
や
子
育
て
世
帯
な

ど
に
よ
る
空
き
家
の
取
得
と
リ
フ
ォ
ー
ム

を
支
援
し
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
世
帯
が

対
象
で
す
。

　
家
電
の
み
の
購
入
な
ど
対
象
に
な
ら
な

い
費
用
や
、
国
や
県
、
市
の
補
助
と
併
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
空
き
家
の
取
得
】

対
象　
・
入
籍
か
ら
２
年
以
内
の
世
帯

・
18
歳
以
下
の
子
ど
も
と
同
居
す
る
子
育

て
世
帯

・
２
年
以
内
に
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き

た
世
帯

※
引
っ
越
し
て
く
る
前
の
１
年
間
に
大
野

市
に
住
ん
で
い
た
世
帯
は
対
象
外

補
助
額　
空
き
家
取
得
費
用
の
10
分
の
１

上
限
額　
居
住
誘
導
区
域
内
60
万
円

　
居
住
誘
導
区
域
外
30
万
円

条
件　
・
３
親
等
内
の
親
族
以
外
か
ら
取

得
す
る
空
き
家
に
限
る

・
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
住
宅
は
、
居

住
後
に
耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
の
作

成
が
必
要

【
リ
フ
ォ
ー
ム
】

対
象　
補
助
を
受
け
て
空
き
家
を
取
得
し

た
年
度
内
に
行
う
50
万
円
以
上
の
リ

フ
ォ
ー
ム

補
助
額　
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
３
分
の
１

上
限
額　
居
住
誘
導
区
域
内
60
万
円

　
居
住
誘
導
区
域
外
30
万
円

条
件　
・
市
内
業
者
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム

に
限
る

・
下
水
道
事
業
区
域（
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
）の
場
合
は
下
水
道
に
接

続
す
る
こ
と

そ
の
他　
工
事
開
始
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い

問　
交
通
住
宅
ま
ち
づ
く
り
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
５
）

▲ 専用フォーム
はこちら

※
対
象
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
は
、「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

と「
Ｕ
25
夫
婦
支
援
事
業
」の
両
方

を
申
請
で
き
ま
す
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４
回
目
と
な
る「
＃
ま
い
お
お
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」の
作
品
募
集

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の〝
＃
ま
い
お
お
の
”を

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
手
順

①
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト

　
「m

y_ono

」を
フ
ォ
ロ
ー

②
市
内
で
撮
影
し
た
写
真
に「
＃
ま

い
お
お
の
」と「
＃
ま
い
お
お
の

<

募
集
テ
ー
マ>

」の
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
を
付
け
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
投
稿

※
同
一
の
写
真
を
複
数
の
期
間
・

テ
ー
マ
で
応
募
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん

副　
賞

〇
テ
ー
マ
別
グ
ラ
ン
プ
リ

　
（
審
査
員
が
決
定
）

　

市
内
飲
食
店
で
使
用
で
き
る
商

品
券
５
０
０
０
円
分

〇
年
間
グ
ラ
ン
プ
リ

　
（
テ
ー
マ
別
グ
ラ
ン
プ
リ
か
ら
決
定
）

　

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
Ｉ
ｎ
ｓ

ｔ
ａ
３
６
０
Ｇ
Ｏ
２

○
胸
キ
ュ
ン
賞（
市
長
が
決
定
）

　
大
野
の〝
か
わ
い
い
も
の
”セ
ッ
ト

そ
の
他

・
応
募
写
真
は
市
の
広
報
活
動
に

利
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く

だ
さ
い

問　
観
光
交
流
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
７
）

避
難
情
報
が
変
わ
り
ま
し
た  

― 

避
難
勧
告
は
避
難
指
示
に
一
本
化 

―

避
難
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

　

避
難
情
報
の
見
直
し
に
よ
り「
避
難
勧
告
」が

廃
止
さ
れ「
避
難
指
示
」に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
避
難
準
備・高
齢
者
等
避
難
開
始
」は「
高

齢
者
等
避
難
」に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
市
か
ら
の
避
難
情
報
を
確
認

し
、
適
切
な
避
難
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

避
難
情
報
の
詳
細
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
台
風
や

大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
、
全
国
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
局
地
的
な
大
雨
や
河
川
の
氾
濫

な
ど
の
災
害
が
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
特
性
を
理

解
し
、
起
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
て
日
頃
か
ら

備
え
ま
し
ょ
う
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
気
象
庁
や
県
、

市
な
ど
の
防
災
情
報
を「
防
災
・
災
害
リ
ン
ク

集
」と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す

問　
防
災
防
犯
課 （
☎
64
・
４
８
０
０
）

▲内閣府
ホームページ

はこちら

▲防災リンク集
はこちら

※「避難指示」は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されます

情報に合わせて避難行動をとりましょう
警戒レベル 避難情報 避難行動

警戒レベル５ 緊急安全確保
すでに安全な避難ができず命が危険な状
況です。命を守るための最善の行動を取
りましょう

警戒レベル４
全員避難 避難指示 すぐに近くの避難所または安全な場所に

避難しましょう

警戒レベル３
高齢者等は避難 高齢者等避難

高齢者や障がいのある人、乳幼児など、
避難に時間がかかる人とその支援者は避
難しましょう。その他の人は、必要に応
じて避難の準備や自主避難をしましょう

グランプリ受賞作

第３回
＃まいおおの

フォトコンテスト
シーズンＣ

※このコンテストは、市内の高校生による
　アイデアを事業化したものです

　

普
段
の
暮
ら
し
や
大
野
で
の
旅
の

中
で
見
つ
け
た〝
＃
ま
い
お
お
の
”な

写
真
を
募
集
す
る
、「
＃
ま
い
お
お

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」。

　

シ
ー
ズ
ン
Ｃ（
１
月
～
３
月
）で
募

集
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
テ
ー
マ
別

グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
し
ま
し
た
。
受

賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

朝もや部門
投稿者　AGE-002@age_0002さん
撮影場所　阪谷新橋

雪景色部門
投稿者　???@i.iii.vvさん
撮影場所　ＪＲ勝原駅

情緒部門
投稿者　wassy.tさん
撮影場所　七間通り

第
４
回 

＃
ま
い
お
お
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
中

募集期間 募集テーマ

７月～９月
①星
②夏休み

10月～12月
①ご褒美景色
②アウトドア

令和４年
１月～３月

①冬の教え
②これがおおの

令和４年
４月～６月

①車窓
②どきどきする

ウエアラブルカメラ
Insta360GO2▲コンテストの

詳細はこちら

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりをSDGs目標 №11

募集期間とテーマ
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受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
団
体
や
個
人
が
、そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

春
の
叙
勲　
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

春
の
叙
勲　
瑞ず

い
ほ
う宝

双
光
章

春
の
叙
勲　
瑞
宝
単
光
章

第
32
回
全
国
書
写
書
道
大
会

　
小
学
生
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

第
11
回
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！

　
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

奨
励
賞

大
島
定
子
さ
ん（
大
和
町
）

島
口
敏
榮
さ
ん（
木
本
）

杉
田
賢
造
さ
ん（
中
野
）

川
端
美
千
代
さ
ん（
木
本
）

河こ
う
ば
ら原

真
由
さ
ん（
有
終
西
小
学
校
５
年
生
）

善ぜ
ん
と
う藤
芽め

い生
さ
ん（
上
庄
小
学
校
６
年
生
）

廣
瀬
史
織
さ
ん（
上
庄
小
学
校
４
年
生
）

　

平
成
15
年
か
ら
14
年
間
、
県
華
道
協
会
長

を
務
め
る
な
ど
、
県
内
の
華
道
、
茶
道
界
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
県

内
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
で
は
、
企
画

委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
か
ら
20
年
間
、
大
野
市
議
会
議

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

整
備
な
ど
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
議
長
を
二
度
務
め
、
円
滑
な
議

会
運
営
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
に
消
防
団
員
と
な
り
、
平
成
29

年
か
ら
３
年
間
は
大
野
市
消
防
団
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
の
福
井
豪
雨
で
は
、

住
民
避
難
や
水
防
活
動
に
当
た
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
野

和
光
園
の
職
員
と
な
り
、
養
護
課
長
な
ど
を

歴
任
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
利
用
普
及

や
人
材
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

瑞
宝
単
光
章

中
村
和
男
さ
ん（
泉
町
）

　

大
野
市
消
防
本
部
消
防
吏
員
と
し
て
、
長

き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
経
営
改
善
普
及
事
業 

　
発
足
60
周
年
記
念
表
彰

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

飯
田
俊
市
郎
さ
ん（
上
丁
）

　

大
野
商
工
会
議
所
職
員
と
し
て
、
会
員
事

業
所
の
経
営
改
善
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
の
読
書
活
動

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

大
野
お
は
な
し
の
会

　

図
書
館
で
の「
お
は
な
し
会
」の
開
催
や
、

本
市
の
昔
話
を
伝
え
る
ふ
る
さ
と
教
育
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

　
２
０
２
１ 

、
レ
ッ
ド
・
ド
ッ
ト
・

デ
ザ
イ
ン
賞

三
井
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ（
右
近
次
郎
）

※
表
彰
の
内
容
は
29
ペ
ー
ジ「
こ
ん
に
ち
は
」

で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す

　

全
国
か
ら
４
５
０
０
人
以
上
が
出
品
し
た

小
学
生
の
部
で
、
最
高
賞
と
な
る
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
か
ら

５
万
６
０
６
６
点
の
応
募
が
あ
っ
た
中
、
最

終
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
次
ぐ
、
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

※
学
校
・
学
年
は
受
賞
当
時
の
も
の
で
す

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞 

準
大
賞

大
野
商
工
会
議
所 

青
年
部

　

コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
を
元
気
づ
け
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る「
結
の
花
火
」を
市
内
３
カ
所
で
同
時
に

打
ち
上
げ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲　
旭
日
単た

ん
こ
う
し
ょ
う

光
章

北
川
良
憲
さ
ん（
春
日
３
丁
目
）

　

昭
和
60
年
か
ら
20
年
間
、
春
日
３
丁
目
下

区
の
区
長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
活
動
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
県
自
治
会
連
合
会
代

議
員
な
ど
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
年
６
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

春
の
褒
章　
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

原
公
子
さ
ん（
上
大
納
）

　

平
成
10
年
か
ら
21
年
間
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
地
区
の
障
が
い
者
や
高
齢
者

宅
を
積
極
的
に
訪
問
す
る
な
ど
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
も

頑
張
り
ま
し
た

地
球
温
暖
化
の
仕
組
み

　

太
陽
か
ら
届
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
70
㌫

は
、
海
や
陸
地
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。

　

吸
収
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
気
へ
と

放
た
れ
、
再
び
宇
宙
へ
と
逃
げ
て
い
き
ま

す
。
仮
に
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
何
に
も
遮さ

え
ぎら

れ
ず
逃
げ
て
い
く
と
す
る
と
、
地
球
の
平

均
気
温
は
お
よ
そ
マ
イ
ナ
ス
19
度
と
な
り
、

人
が
暮
ら
し
に
く
い
環
境
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
よ
う
な
人
が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
を
保
つ
た
め
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
が
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
や

水
蒸
気
な
ど
の「
温
室
効
果
ガ
ス
」で
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
が
地
表
か
ら
放
た
れ
る

熱
を
吸
収
し
、
宇
宙
に
逃
げ
に
く
く
す
る

こ
と
で
、
地
球
の
平
均
気
温
を
約
14
度
に

保
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
革
命
以
降
、
私
た
ち
が
石
炭
や
石

油
を
使
っ
て
多
く
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
た
こ
と
で
、
よ
り
熱
が
宇
宙
に
逃
げ
に

く
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、地
球
の
気
温
が
上
昇
す
る「
地

球
温
暖
化
」が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
昇
し
続
け
る
気
温
、21
世
紀
末
に
は
？

　

気
候
変
動
の
影
響
や
対
策
を
研
究
す
る

国
際
組
織「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」に
よ
る
と
、
世
界
の
平

均
気
温
は
１
８
８
０
年
か
ら
２
０
１
２
年

の
間
に
０・
８
５
度
上
昇
し
ま
し
た
。

　

有
効
な
温
暖
化
対
策
を
取
ら
な
か
っ

た
場
合
、
20
世
紀
末
頃（
１
９
８
６
年
～

２
０
０
５
年
）と
比
べ
て
、
21
世
紀
末

（
２
０
８
１
年
～
２
１
０
０
年
）の
世
界
の

平
均
気
温
は
、
２・
６
～
４・
８
度
も
上
昇

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
温

暖
化
対
策
を
取
っ
た
場
合
で
も
０
・
３
～

１
・
７
度
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
海
面
の
水
位
は
、
最
大
82
㌢
上

昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　
環
境
・
水
循
環
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
８
）

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
や
被
害
の
可
能

性
を
、
動
画
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
よ
。
動
画
が
示
す
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
僕
た
ち
が

今
す
ぐ
に
で
も
で

き
る
こ
と
は
何
か
、

こ
れ
か
ら
一
緒
に

考
え
て
い
こ
う
。

出典：温室効果ガスインベントリオフィス/全国地球温暖化防止活動
推進センターウェブサイト

出典：IPCC AR5 WG1 政策決定者向け要約　図 SPM.7

地球温暖化の仕組み（イメージ）

世界の平均気温の変化の予測

2100年未来の天気予報
（環境省ホームページ）

チャレンジ！ゼロカーボン チャレンジ！ゼロカーボン 
第1回　第1回　地球温暖化って何？地球温暖化って何？

　

大
野
市
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

市
全
体
で
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」の
実
現
に
挑
戦
す
る
こ
と

を
、
今
年
の
３
月
に
宣
言
し
た
の
。

　

そ
こ
で
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
そ

の
対
策
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
ね
。

　

第
１
回
は
、
地
球
温
暖
化
の
仕
組

み
や
今
の
地
球
の
状
況
な
ど
を
一
緒

に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
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休日急患診療所　連休中の診療日
月　日 診療科目 診療時間

７月22日木海の日 内科・外科・小児科 午前９時～正午、午後１時～９時
７月23日金スポーツの日 内科・外科・小児科 午前９時～正午、午後１時～９時
７月24日土 内科・外科 午後１時～９時
７月25日日 内科・外科・小児科 午前９時～正午、午後１時～９時
・７月24日土は小児科の診療はありません
・緊急の場合は正午から午後１時の間も診療します
・午後８時30分までに来院してください
・保険証と各種医療費受給資格者証、服用している薬の説明書やお薬手帳を持参してください
問　休日急患診療所 （☎65・8999）

　
市
で
は
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者
を
早
期
発
見
で

き
る
よ
う
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
安
の
あ
る

人
は
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合

に
、
関
係
機
関
が
協
力
し
、
い
ち
早
く
発
見
す
る
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。

内
容　
・
対
象
者
の
情
報（
写
真
や
住
所
・
氏
名
な
ど
）を

事
前
に
登
録
し
ま
す

・
本
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
、
登
録
さ
れ
た
情

報
を
関
係
機
関
に
提
供
し
早
期
発
見
に
つ
な
げ
ま
す

申
請
方
法　
対
象
者
の
写
真（
前
姿
・
後
ろ
姿
）を
添
え
て

健
康
長
寿
課（
結
と
ぴ
あ
②
番
窓
口
）に
申
請
す
る

■
認
知
症
高
齢
者
位
置
検
索
装
置
貸
与
事
業

　

認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合

に
、現
在
地
が
分
か
る
位
置
検
索
装
置
を
貸
し
出
し
ま
す
。

利
用
料　
位
置
情
報
を
電
話
で
確
認
す
る
、
警
備
会
社
に

現
場
急
行
を
依
頼
す
る
な
ど
、
利
用
方
法
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
対
象
者
の
写
真
を
添
え
て
健
康
長
寿
課
に
申

請
す
る

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

市
の
事
業
を

市
の
事
業
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

行
方
不
明
の
高
齢
者
な
ど
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に

　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
っ
て
？

　
緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
、
服
用
し
て
い

る
薬
な
ど
の
情
報
を
入
れ
た
キ
ッ
ト（
容
器
）を
、
自
宅
の

分
か
り
や
す
い
場
所
で
保
管
し
て
お
く
も
の
で
す
。
キ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
で
、
急
病
な
ど
万
が
一
の
と
き
に
、
救
急

隊
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
救
命
措
置
で
き
ま
す
。

◆
対
象
者　
・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
暮
ら
す
人

・
健
康
上
の
理
由
か
ら
キ
ッ
ト
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が

い
者

◆
申
込
方
法　
健
康
長
寿
課（
結
と
ぴ
あ
②
番
窓
口
）に
直

接
申
し
込
む

◆
そ
の
他　
代
理
人
も
申
し
込
み
可
能

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

命
の
バ
ト
ン

命
の
バ
ト
ン

皆さんの気付きが高齢者虐待を防ぎます！皆さんの気付きが高齢者虐待を防ぎます！
　市の地域包括支援センターでは、高齢者に対する虐待の通報や届け出、相談を受け付けて
います。虐待は身体的なものや心理的なものなど、さまざまな種類があります。虐待を未然
防止・早期発見するために、少しでも疑いがある場合は連絡してください。
問　地域包括支援センター (健康長寿課内　☎65・5046　FAX66・0294）

種　　類 内　　容 サイン

身体的虐待 身体に傷やあざができるような暴力を
加えること

不自然な傷やあざ、体重増減、やけどが
ある

介護や世話の
放棄、放任（ネグレクト）

食事を与えない、トイレや入浴などの
世話をしない、ほかの親族などによる
虐待を放っておく　など

寝具や服が汚れていることが多い。身体
から悪臭がする

心理的虐待 暴言を吐く、無視するなど高齢者に
精神的な苦しみを与える言動を行うこと

自宅から大声や叱り声、怒鳴り声が聞
こえる

性的虐待 高齢者にわいせつな行為をすること、
させること 急におびえたり、怖がったりする

経済的虐待 親族が財産やお金を無断で使用したり
奪ったりすること

自由に使えるお金がない、通帳を取られ
たと訴える

セルフネグレクト
（自己放任）

身体や心の疲れなどから、自分の健康
や生活環境が悪化しても、それを直す
気力を失くしてしまい、周りにも助け
を求めないこと

家の室内や外にごみがあふれている。悪
臭がしたり虫が湧いている

　このほかにも、「家族から介護や世話を拒否するような発言がある」「近所付き合いがなく訪問しても本人に会
えない、または嫌がられる」などのサインを見つけた場合は、虐待の疑いがあります。すぐに連絡してください。
※連絡をしてきた人やその内容を、市が第三者に教えることはありません

救急医療情報キット

SDGs目標 №３.すべての人に健康と福祉を

SDGs目標 №６.安全な水とトイレを世界中に

SDGs目標 №３

SDGs目標 №３

SDGs目標 №３

位置検索装置

本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里 

開
館
20
周
年

祝
　
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
は
、
平

成
13
年
７
月
14
日
に
開
館
し
、
今

年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ト
ブ
ー
ス「
本
願
清
水 

水
中
さ
ん
ぽ
」登
場

　
本
願
清
水
の
中
を
イ
ト
ヨ
と
一

緒
に
散
歩
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

写
真
が
撮
れ
る
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
を

設
置
し
ま
し
た
。

※
撮
影
に
は
入
館
料（
３
０
０
円
、

　
中
学
生
以
下
無
料
）が
必
要
で
す

オ
リ
ジ
ナ
ル「
シ
ン
ち
ゃ
ん

あ
め
」プ
レ
ゼ
ン
ト

　

入
館
者
に
、「
イ
ト
ヨ
の
シ
ン

ち
ゃ
ん
」を
あ
し
ら
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
あ
め
を
進
呈
し
ま
す
。

配
布
期
間　
７
月
14
日
水
～

※
無
く
な
り
次
第
終
了

イ
ト
ヨ
の
里
み
ん
な
で
ア
ー
ト

～「
パ
ペ
ル
ピ
カ
ド
」で
お
祝
い
し

よ
う　
目
指
せ
２
０
２
１
枚
～

　
「
パ
ペ
ル
ピ
カ
ド
」は
、
メ
キ
シ

コ
で
お
祝
い
の
と
き
な
ど
に
飾
ら

れ
る
色
と
り
ど
り
の
切
り
絵
で

す
。「
パ
ペ
ル
ピ
カ
ド
」で
イ
ト
ヨ

の
里
を
彩
り
ま
す
。
期
間
中
に
来

館
し
た
人
は
、
無
料
で「
パ
ペ
ル

ピ
カ
ド
」作
り
に
参
加
で
き
ま
す
。

期
間　
７
月
14
日
水
～
10
月
31
日
日

20
年
の
あ
ゆ
み
展

　
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
の
20
年

を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。

期
間　
８
月
１
日
日
～
10
月
31
日
日

観
覧
料　

３
０
０
円（
入
館
料
と

し
て
）、
中
学
生
以
下
無
料

共
催　
大
野
イ
ト
ヨ
の
会

問　
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

　
（
☎
65
・
５
１
０
４
）
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●
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

講
演　
「
み
ん
な
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
～
大
野
市
総
合
計
画
の
視
点
か
ら
～
」

講
師　
株
式
会
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン 

富
山
オ
フ
ィ
ス　
竹
田
法の

り
の
ぶ信

さ
ん

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

市
民
や
企
業
、
行
政
な
ど
、
各
立
場

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
し
ま
す
。

定
員　
１
０
０
人

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

　

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

ｄ
ｅ 

地

方
創
生
」を
通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
楽
し

く
学
び
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

対
象　
高
校
生
以
上

定
員　
50
人

　

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
は「
持
続
可
能
な
」と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
国
連
加
盟
国
が

２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）に
も
使
わ
れ
て
い
る

言
葉
で
す
。

　

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る「
第
六
次
大
野
市

総
合
計
画
」で
は
、
10
年
後
の
将
来
像
を「
人
が

つ
な
が
り
地
域
が
つ
な
が
る　

住
み
続
け
た
い

結
の
ま
ち
」と
定
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
団
体
、
企

業
が
気
軽
に
取
り
組
め
る「
み
ん
な
が
で
き
る

こ
と
」も
設
け
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
総
合
計
画
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
住
み
続
け
た
い
大
野
を
目
指
す
た
め
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

月
日　
８
月
７
日
土

場
所　
結
と
ぴ
あ

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　

電
話
か
専
用
サ
イ
ト
か
ら

　
申
し
込
む

申
込
締
切　
７
月
30
日
金

問　
政
策
推
進
課 （
☎
64
・
４
８
２
４
）

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て
み
ん
な
が
で
き
る
こ
と

「
大
野
市
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

「
大
野
市
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

み
ん
な
の
参
加
を
待
っ
て
い
る
カ
メ
♪

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

県
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー
開
設

　

県
が
設
置
す
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
セ
ン
タ
ー
」で
も
接
種
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人
が
対

象
で
す

・
県
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
人

・
接
種
券
が
手
元
に
あ
る
人

・
一
度
も
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

会
場
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　
下
表
の
と
お
り

予
約
方
法　
専
用
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で

予
約

※
１
回
目
と
２
回
目
の
接
種
日
を
同
時
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他　
・
モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
し
ま
す
。
接
種
セ
ン
タ
ー
で
１

回
目
の
接
種
を
受
け
た
人
は
２
回
目
も

必
ず
接
種
セ
ン
タ
ー
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い

・
そ
の
他
、
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問　

県
ワ
ク
チ
ン
予
約
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
７
９
８
）

※
毎
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会場（どちらも福井市） 実施日 時間

エルパプラス

７月３日土、４日日
10日土、11日日、17日土、
18日日、24日土、25日日、
31日土

午前９時～正午
午後２時～５時

県民健康センター ７月24日土、25日日
※25日日は午後のみ

　

本
市
で
の
65
歳
以
上
の
希
望
者
へ
の
接
種

は
、
７
月
末
で
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
64
歳
以
下
の
人
へ
の
接
種
券
の
発
送
予
定
や

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合
の
市
の
接
種
方
針
な

ど
は
下
の
と
お
り
で
す
。

65
歳
以
上
の
人
の
接
種
状
況

　

６
月
16
日
時
点
の
65
歳
以
上
の
人
の
接
種
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
引
き
続
き
65
歳
以
上

の
人
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

年
代
別
の
接
種
券
発
送
予
定

　

年
代
別
の
接
種
券
の
発
送
予
定
は
表
の
と
お

り
で
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合
の
基
本
方
針

　
65
歳
以
上
の
人
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
キ
ャ

ン
セ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず

次
の
対
象
者
に
接
種
し
ま
す
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
希
望
者

・
集
団
接
種
業
務
の
従
事
者

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

対象年齢 60～64歳
基礎疾患の

ある人
（16～59歳）

小中学校の教職員や
こども園の保育士など

接種券の
発送時期

６月23日水
に発送済

６月30日水
に発送済 ６月中に

発送済接種券が届き次第
予約可能です

対象年齢 40～59歳 12～39歳

接種券の
発送時期 ７月上旬 ７月中旬

対象人数

１回目
接種済人数

２回目
接種済人数

6638人（56.23㌫）

3048人（25.82㌫）

１万1806人

▲県ホームページ

大野へのUターン就活を応援します！
～「大野へかえろう」就職活動交通費補助金～

問　地域文化課 （☎64・4834）

　県外のUターン希望者が市内で就職活動をするための交通費
を支援します。県外に住む家族や友人、知人で、市内での就職
を考えている人に案内をお願いします。
対象者　過去に連続で５年以上市内に住み、現在は県外に住む

20歳～49歳の人
対象活動　市内企業への就職活動（企業訪問や企業見学会、採用試験、採用面接など）
対象経費　鉄道や航空機、長距離バスやフェリーなどの運賃
※有料道路料金、ガソリン代は補助対象外
支援金額　対象活動１回で最大１万4000円（居住地によって金額が変わります）
支援回数　１年度につき１人２回まで
手続きの流れ

▲申請方法など
詳しくはこちら

越 前 大 野
え ち ぜ ん お お の

公共交通機関で大野市へ
（領収書を保管）

市内で
就職活動

訪問企業に証明書を
書いてもらう

領収書と関係書類を
市に提出

指定口座に
振り込み

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

▲予約専用サイト

▲申し込みは
こちら
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市
で
は
昨
年
度
、
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
発
電
施
設
の
周
辺

住
民
の
福
祉
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
水

力
発
電
施
設
の
発
電
量
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
令
和
２
年
度
実
施
事
業
】

〇
市
営
バ
ス
和
泉
３
線
の
車
両
購
入

〇
市
道
の
舗
装
・
補
修（
市
道
大
野
駅
春

日
木
本
線
、
大
桜
篠
座
上
線
）

〇
真
名
川
憩
い
の
島
の
ト
イ
レ
用
地
購

入
・
新
築
設
計

〇
あ
っ
宝
ん
ど
の
施
設
修
繕

〇
阪
谷
第
１
簡
易
水
道
施
設
の
改
良

〇
図
書
館
の
維
持
運
営

〇
公
立
保
育
園
の
維
持
運
営

　
（
荒
島
・
阪
谷
・
和
泉
保
育
園
）

問　
政
策
推
進
課 （
☎
64
・
４
８
２
４
）

交付金で購入した
市営バス和泉３線の車両

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

活
用
し
て
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て

３
０
０
０
円
分
の
お
買
物
券
を
も
ら
お
う

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
新

た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
人

を
対
象
に
、
市
内
登
録
店
舖
で
使
え
る
お
買

物
券
３
０
０
０
円
分
を
進
呈
し
ま
す
。

対
象
者

　

本
年
５
月
～
10
月
の
間
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
、
12
月
28
日
ま
で

に
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
人
。

※
先
着
５
０
０
０
人
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
で
使
え
る「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」の

対
象
者
を
除
く

受
取
方
法

　
市
民
生
活
・
統
計
課（
市
役
所
1
階
②
番

窓
口
）で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
緒
に

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
取
期
間

　
８
月
10
日
火
～
12
月
28
日
火

問　
市
民
生
活
・
統
計
課

　

 （
☎
64
・
４
８
１
０
）

◆
申
請
方
法

郵
便
で
申
請

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
に
付
い

て
い
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
貼
っ
て
郵
送
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請

　
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
込
み
、
顔
写
真
の
デ
ー

タ
と
と
も
に
送
信
し
ま
す
。

※
市
民
生
活
・
統
計
課
で
は
、
申
請
書

の
再
交
付
や
写
真
撮
影
、
記
入
方
法

の
説
明
な
ど
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す

◆
受
取
方
法

　
申
請
か
ら
約
１
カ
月
半
後
、
市
役
所

か
ら「
交
付
通
知
書
」が
届
き
ま
す
。

　
通
知
書
と
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
市

民
生
活
・
統
計
課
で
カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
時
間
外
・
休
日
窓
口
も

　
平
日
の
時
間
外
や
休
日
に
も
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。

場
所　
市
民
生
活
・
統
計
課

時
間
外
窓
口　
毎
週
月
木（
平
日
の
み
。

午
後
７
時
30
分
ま
で
）

休
日
窓
口　

毎
月
第
２・
４
土
と
翌
日

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
事
前
に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？

月 日 月 日

７ 10、11、24、25 10 ９、10、23、24

８ 14、15、28、29 11 13、14、27、28

９ 11、12、25、26 12 11、12、25、26

休日窓口の開設日

SDGs目標 №４.質の高い教育をみんなに SDGs目標 №６.安全な水とトイレを世界中に

SDGs目標 №11.住み続けられるまちづくりを

SDGs目標 №11

花火は安全に楽しく遊びましょう花火は安全に楽しく遊びましょう

【花火を安全に楽しむために】
・子どもは大人と一緒に花火をする
・花火に書いてある遊び方を守る
・水の入ったバケツを用意し、後片付けをきちんとする
・風の強い日は、花火をしない
・花火を人や家に向けたり、燃えやすいものの近くで

遊んだりしない
・途中で火が消えても花火の筒や先に顔や手を出さない
※「日本煙火協会」のホームページでは花火による事故などを紹介

しているので確認してください

　夏になると、花火で遊ぶ機会が増えてきます。誰でも気軽に遊ぶことができる花火も、間違った遊び方をする
と枯草や衣服に火が付いて火事ややけどにつながることもあります。
　花火で遊ぶときは、次のことに気を付けて、安全に楽しく遊びましょう。
問　消防署予防課 （☎64・4899）

▲日本煙火協会
ホームページ

切
れ
目
の
な
い
教
育
の
た
め
に

～
未
就
学
か
ら
高
等
学
校
ま
で
を
つ
な
ぐ

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
～

　

成
長
と
と
も
に
児
童
・
生
徒
の
学
ぶ

場
所
が
変
わ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
学

び
の
成
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
切

れ
目
の
な
い
教
育
が
必
要
で
す
。　

　
特
に
、
幼
児
期
か
ら
小
学
校
を
つ
な

ぐ
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
保
育
所
や

認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
と
小
学
校
の
教

員
が
、
互
い
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
園
長
と
校

長
に
よ
る「
幼
小
連
絡
協
議
会
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
園
と
学
校
の
職
員
同

士
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
に
生
か
す
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
話
し
合
う
な
ど
、
情
報
交
換

を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
区
研
究
会
や
中
高

連
絡
協
議
会
も
行
い
、
学
校
間
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

問　
教
育
総
務
課 （
☎
64
・
４
８
２
７
）

小学校の教員が夏休みなど
に園を参観できるといいね

担任同士が、指導に対する
思いや願いを伝え合う場が
必要です

これからも学校便りや園便
りの交換を続けましょう

園や学校の公開日には職員
も積極的に参観しましょう。
子どもを見て、今後の指導
や育ちが確認できます

リモートで話し合ったり、
活動を見合ったりすること
もチャレンジしたいね

幼小連絡協議会での意見

　求職者支援制度は、再就職や転職を目指す求職者が、月10万円の生活支援金を受け取りながら無料の職業訓練
を受講する制度です。
　訓練開始前から訓練中、終了後まで、ハローワークが求職活動をサポートします。
　離職して雇用保険を受け取れない人や、就職していても収入が一定額以下の人などが対象です。対象外の人で
も、職業訓練は無料で受講できます。
　詳しくは問い合わせてください。
問　ハローワーク大野 （☎66･2408　午前８時30分～午後５時15分　平日のみ）

再就職や転職を考えている皆さんへ

ご存じですか？ハローワークの求職者支援制度

教育委員会からの
お知らせ

消防署からの
お知らせ

SDGs目標 №４

SDGs目標 №11
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土

心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
あそぼうかるた
　後３～４　図書館

心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
●マイナンバーカード休日交
付窓口（要予約）☎︎64・4810
　前８：30～正午

自然あそび
　後～３：30　図書館

心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：30　図書館
●マイナンバーカード休日交
付窓口（要予約）☎︎64・4810
　前８：30～正午

心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館

金

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
絵本の部屋
　前10～正午　図書館
●ごみの祝日受け入れ

半夏生

スポーツの日

３

10

17

24

31

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
結婚相談・女性悩みごと相談

（レディース・トラブル・バスター） ７・14・21・31日 ７日　後６～８
ほか　後１:30～３:30 結とぴあ ☎64・5140

（こども支援課）

年金相談 29日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

臨床心理士による教育相談 １・８・15・29日 後１～５ 青少年教育センター ☎66・6650
（教育総務課）

心配ごと相談 ８・29日 前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

要予約

要予約

休館日休館日
休日急患診療
（☎65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）・内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（３・10・17・24・31日）
　日・祝日  前９～後９（４・11・18・22・23・25日）

各種検診日各種検診日
問い合わせ先：予約専用ダイヤル

（☎︎64・5679　午前９時〜午後５時）

木

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●ごみの祝日受け入れ

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

水

３歳児健康診査
　後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

火

健康プラスデー
　前９～正午
　保健センター（結とぴあ内）
頭シャキーンいきいきOH!
脳音読会
　前10：30～11：30
　図書館

１歳半児健康診査
　後１：10～２
　保健センター（結とぴあ内）

月

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
元気づくり体操クラブ
　前10～11
　後１：30～２：30
　後２：45～３：45
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
元気づくり体操クラブ
　前10～11
　後１：30～２：30
　後２：45～３：45
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活・統計課窓口業務延長
　～後８※
元気づくり体操クラブ
　前10～11
　後１：30～２：30
　後２：45～３：45
　保健センター（結とぴあ内）

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●マイナンバーカード休日交
付窓口（要予約）☎︎64・4810
　前８：30～正午

普通救命講習会（要予約）
☎︎64・4898
　前９～正午　消防署
心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●ごみの第４日曜日受け入れ
●マイナンバーカード休日交
付窓口（要予約）☎︎64・4810
　前８：30～正午

家庭の日

七夕・小暑

日本肝炎デー

青少年育成の日

海の日
大暑

食育の日
土用の丑の日

４

11

18

25

国民安全の日
更生保護の日

５

12

19

26

６

13

20

27

１

８

15

22

29

市民カレンダー市民カレンダー７月

７

14

21

28

人権相談・行政相談 １・15日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・4820
（総務課）無料登記相談 14日 後１：30～４ 結とぴあ

法律相談 ８・29日 後１～４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要予約

【保健関係】

各種相談日各種相談日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

育児相談会 ６・27日 ６日 後２～３
27日 前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333

（保健センター）

育児不安解消サポート事業
（おひさま広場） 15日 前10～11：30 大野市子育て支援センター ☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 ７・21日 後２～４

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ６・20日 前９～11

女性相談 １・５・８・15・19・29日 前８：30～後５

補聴器相談 19日 前10～正午 結とぴあ ☎64・5142
（福祉課）

ストレス相談 ８日 後２～４ 結とぴあ ☎64・5142
（福祉課）

要予約

要予約

２

９

16

23

30

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（工業） ８日 後１～４

大野商工会議所

☎66・1230

※相談日の前日までに予約してください

労働 ９日 後１～４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 13日 前10～正午
法律 15日 後１～４
事業承継 13日 後１～４
司法書士相談 21日 後１～４
夜間相談 １・15日 後５：30～８
和泉地区相談会 ７日 前10～後３ （会場）和泉ふれあい会館

要予約

要予約
要予約

要予約

要予約
要予約
要予約

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 22・23日
図書館 ５・12・18・19・26日
本願清水イトヨの里 ５・12・19・26・27日
歴史博物館・民俗資料館 なし
和泉郷土資料館 ５・12・19・26・27日
越前大野城 なし
笛資料館 ５・12・19・26・27日
武家屋敷旧内山家 なし
武家屋敷旧田村家
文化会館 ５・12・19・26日
COCONOアートプレイス ５・12・19・26・27日
B&G海洋センター ５・12・19・24・26日
エキサイト広場 ７・14・21・24・28日
あっ宝んど 13日
うらら館 ５・12・19・26日

平成の湯 ５・６・12・13・19・20・26・27日
※水・木・金は午後７～９時のみ営業

結とぴあ（有終会館） なし
水のがっこう なし

今 月 の 納 税

★納税は、便利な口座振替を
　ご利用ください

固定資産税　第２期分
国民健康保健税　第１期分

◆納期限  ８月２日（月）

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。
※マイナンバーカードの交付窓口は午後７時30分まで

青少年の非行・被害防止全国強調月間
〝社会を明るくする運動〟強調月間

「愛の血液助け合い運動」月間
河川愛護月間
全国安全週間（１日～７日）
子どもの事故防止週間（19日～25日）
森と湖に親しむ旬間（21日～31日）

■
■
■
■
■
■
■

今月は介護保険料・後期高齢者医療保険料
（普通徴収）の納付月です！

・介護保険料（普通徴収）  第１期

・後期高齢者医療保険料（普通徴収）   第４期

◆納期限　８月２日（月）
※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない方が対

象です。市発行の納付書で、金融機関などで個別に納
めてください

実施日 時  間 会　場
５日 前８：30～10：30 上庄公民館
14日 前８：30～10：30 結とぴあ
28日 前８：30～10：30 和泉小中学校　※胃がん検診はありません

実施日 時  間 会　場
５日 後１：15～２：15 上庄公民館
14日 後１：15～２：15 結とぴあ
28日 前９～10：30 和泉小中学校　※子宮頸がん検診はありません

【生活習慣病健診・肺がん検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査・風しん抗体検査】

【大腸がん検診】　
実施日 時  間 会　場
５日 前８：30～10：30、後１：15～２：15 上庄公民館
14日 前８：30～10：30、後１：15～２：15 結とぴあ
28日 前８：30～10：30 和泉小中学校

【子宮頸がん検診・乳がん検診】　

文 月文 月
ふみづきふみづき
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